
研は1957年（昭和32年）に国立の研究所としてスタート

しました。伊藤先生は第一基礎研究部の部長で、田中先

生は放射線測定研究室の室長でした。その頃、伊藤先生

から私に放医研にこないかというお話があり、西野先生

も是非ということでしたので、東大から放医研に出向す

ることになりました。1958年1月のことでした。それから、

1994年3月の60歳で定年退職するまで、放医研勤めが始

まりました。

（3）放医研での初期の研究

　放医研に移った後、折角、医学系の研究所に来たのだ

から、人間と関係ある放射線計測の研究をやりたいと、

田中先生にお願いし、人間の体を丸ごと測る全身計数法

の研究にテーマを絞りました。実は、1958年頃から米国

やソ連の核実験が盛んに行なわれ、放射能の雨が死の灰

として盛んに降下しはじめました。そこで、人体内の放

射能を計測する装置である全身カウンタを建設すること

は放医研にとって緊急の課題でした。

　その頃、日本政府に原子力留学制度があり、私たち、若

手に留学するチャンスがめぐってきました。私はそれに

合格し、外国留学が出来ることになりました。どこに行こ

うかと色々考えた末、Whole Body Counting（全身計数

法）で有名な施設を調べ、米国か英国に行きたいと思い

ました。その当時は多くの方が米国に留学されていました

ので、私は古い伝統をもつ英国で全身計数法の研究で有

名であったLEEDS大学Department of Medical Physics

（医学物理学科）を選びました。主任教授はFW Spiers

先生、直接の指導者は助教授のPRJ Burch先生でした。

そして1960年（昭和35年）4月18日に羽田から英国に出

発したのです。それから2年半にわたる英国留学の思い

出は山ほどありますが、割愛せざるを得ません。

（4）終わりに

　私の放射線研究との最初の関わりについて述べました。

その後、私は臨床放射線医学に転向し、多くの研究をや

りましたが、本当に素晴らしい先輩や同僚に出会い、幸

せな人生を送っています。

（1）はじめに

　ここでは、私がこの分野に参入した最初の頃について

述べさせて頂きたいと存じます。気楽にお読み頂けたら

幸いです。

（2）なぜ、放射線研究への興味がわいたのか？

　私は1956年（昭和31年）に東京大学工学部応用物理学

科を卒業しましたが、その時代は日本の原子力の黎明期

でした。20名の同級生で誰も大学院に残ろうとする人が

いなくて、全員就職を希望しておりました。しかし、私は

指導教授の一人であった故西野治先生が新設される工学

部原子力工学科の放射線計測分野に移るという話を聞き、

是非、そのような新しい分野に行ってみたいと思いました。

　幸い、西野先生が新設の放射線計測コースの助手とし

て採用してくださることになり、ただひとり大学に残る

ことになりました。1956年5月のことです。しかし、そ

の頃の東京大学には放射線を扱う施設はなく、放射線計

測の研究は不可能でした。これまた、西野先生のご好意で、

先生がもとおられた工業技術院の電気試験所に研究に行

かせて頂くことになったのです。これが私の将来に決定

的な影響を与えました。電気試験所には放射線課があり、

最新の放射線計測装置の研究をやっておりました。課長

の伊藤岳郎先生、研究員の田中栄一先生、平本俊幸先生、

森内和之先生らとお会いすることになりました。私は田中

栄一先生の下に配属され、その当時では最先端のシンチ

レーション計数管の研究をやらせて頂くことになりました。

　実は、その頃、放射線医学総合研究所が科学技術庁に

創設されるという話しがあり、伊藤先生と田中先生がそ

のメンバーとしてお移りになることになったのです。放医
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●クイクセルバッジの製造

●お願い／11月24日より新社屋にて営業開始

●クイクセルバッジ切り替えに伴う書類の発送について

いいぬま たけし（放射線医学総合研究所 名誉研究員、医学物理士）

プロフィール●1958年放医研入所後、全身計数法（Whole Body 
Counting）の研究、1960年後半より、ガンマカメラ、CT、MRI、PET
などの医用画像診断装置のハード、ソフトの開発に従事、臨床研究
部医学物理研究室長として臨床放射線医学に参入。1980年代からは
重粒子線がん治療分野にも参画。医学物理士として舘野之男先生と
の共同研究が多く、現在は名誉研究員として、低線量CTによる肺癌
検診の有効性評価と炭素線1回照射法のドッキングによる日本の肺
癌死亡減少を目指して全力で取り組んでいる。
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　クイクセルバッジは測定後3ヵ月間、再測定が可能

な状態で保存された後、再使用されます。

　再使用する際、OSL素子が装填されたスライドが、

保存期間中に浴び

た自然放射線やお

客様の被ばく線量

等を除去するため

に特殊な波長の光

を当ててアニール

処理を行います。

アニールされた素

子は処理が正しく
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　ルクセルバッジは当社の発注に基づきLandauer社

（米国）で製造、空輸されてきます。当社では送られ

てきたバッジをお客様毎に仕分けをし、お送りしてい

ます。バッジの測定・報告については、当社内に設け

た専用測定設備で測定し、報告書を作成しています。

　クイクセルバッジでは、バッジの組み立て設備を

当社内に持ち、組み立てから測定・報告までを一貫

して行います。国内でクイクセルバッジの組み立て

を行うことで、至急追加のバッジも正規分と変わら

ず綺麗なラベルでバッジをお届けできるなど、細か

な対応が可能になります。また、不慮の航空事故等

でバッジのお届けが遅くなるようなリスクもなくな

り、より良いサービスがご提供できるものと考えて

います。

　このページでは当社で行われるバッジ組み立ての

流れを処理工程フローに従いご紹介いたします。

クイクセルバッジの製造・組み立て

処理工程フロー

　クイクセルバッジの放射線検出素子はルクセルバッ

ジと同じく酸化アルミニウムに炭素をドーピングした

OSL素子を使用しています。この素材はLandauer社

がオクラホマ大学と共同で研究開発されたもので、従

来と同様にLandauer社で素材を製造し、板状の素子

に加工しています。

　スライドにはLandauer社で製造された板状のOSL

素子が4枚装填されています。また、プラスチック部

分にはスライドの識別番号と線量計の感度が記録され

た二次元コードが刻印されています。

OSL素子

スライド二次元コード

ケース

自動アニール機フィルタ構成

スライド

　ケースには放射線の種類とエネルギーを補正する

ための4種類のフィルタ（オープンウインドウ、プラス

チック、銅、アルミニウム）が組み込まれています。

その上に素子識別用バーコードが印字されたプラス

チック製のシールが貼られています。

ケース

スライドのアニール

OSL素子の製造

アルミニウムプラスチック

オープン

ケースバーコード

銅

OSL素子の製造

中性子線量計

イメージ素子

バッジの
組み立て

ラベル印刷

の処理は、各々1台の機械で
行います。

および

ラベル貼り付け

バッジ発送

ケースの製造

スライドに加工 スライドの
アニール

シッピングトレー
に装填

スライドを
ケースに装填
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行われたことを確認するための測定を行い、正常なも

のだけが次の工程に進みます。

NLだより　2009年12月・No.384

χ・γ、β線用バッジ
中性子線用または
イメージ素子付バッジ

　アニールが正しく行われたスライドは組立機でケ

ースに封入します。その際、スライドとケースのバー

コードを読み、ケースとスライドの組み合わせ番号を

記録します。

ケースにスライドを装填

　中性子線量計は、熱・高速中性子線検出用素材に

ADCプラスチック板を使用した固体飛跡検出器で、

ケース内にADC板、陽子ラジエータ、　コンバータ

が封入され、表面に素子を管

理するための二次元コードが

印字されています。（内部構造

につきましては前月号をご参

照ください。）

中性子線量計

　氏名ラベルをホルダに貼り付ける際、ホルダに装填

されるOSL線量計のバーコードと氏名ラベルの二次

元コードを読み取り登録します。これで着用者と線量

計が紐付けられます。

　氏名ラベルが貼られた段階でようやく使用可能な

クイクセルバッジの完成です。

お願い：氏名ラベルの二次元コードは、バッジを測定

する際、最初に読み取るコードで、どのお客様のバッ

ジが返却されたか等を識別するための重要なもので

す。バッジご着用の際、汚したり、傷を付けたりしな

いようご注意ください。

ラベル貼り付け

　お客様の登録データ

をもとに、ラベル専用

プリンタで連続印刷し

ます。氏名ラベルには

着用者氏名をはじめ、

事業所番号、個人番号

等が印字されます。また、

着用月毎に氏名ラベル

（右側の赤色部）の色を

変えて印刷し、さらに、

氏名ラベル左下に着用

者と線量計を紐付ける

ための二次元コートも

印字されます。

氏名ラベル

　イメージ素子は、イメージ画像を取得するための

もので、OSL線量計と格子フィルタから構成されて

います。表面に素子を管理す

るための二次元コードが印字

されています。（内部構造につ

きましては前月号をご参照く

ださい。）

イメージ素子

　バッジの組み立て工程では、お客様の登録データを

元にどのバッジタイプを組み立てなければならない

か、コンピュータより製造機械に指示が送られます。

この指示に従い必要な線量計等を選択し、プラスチッ

ク製のホルダに装填すると同時に、どの番号の線量計

が組み合わされたかをコンピュータに記録されます。

バッジの組み立て

　氏名ラベルが貼られたクイクセルバッジは、専用

シッピングトレーに、所属順＜個人番号順に装填さ

れます。

　シッピングトレーに

入れられたバッジは、必

要書類と共にお客様に

送られます。なお、バッ

ジは、この専用シッピン

グトレーに装填してご

返却ください。

シッピングトレーにバッジを装填

ケース
スライド
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カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
よ
り

　かねてより準備を進めてまいりました本社

の移転を11月21日～11月23日に行い、11月24

日より下記住所にて営業を開始いたします。

恐れ入りますが移転完了後のご連絡は下記へ

お願いいたします。

〒300-2686 茨城県つくば市諏訪Ｃ22街区1

Tel : 029-839-3322　  Fax : 029-836-8440

　また、移転に伴い、11月20日17：00～11月24日

9：00の間、本社および大阪営業所の電話・Fax・

eメールが不通となります。追加、取消等のご依頼

を電話・Faxで連絡いただく場合はご留意くださ

い。なお、当社電話・Fax番号を短縮登録されて

いる事業所様はお手数ですがご変更ください。

　その他移転について不明な点がございまし

たらカスタマー課までご連絡くださいますよ

うお願い申し上げます。

　トップコラムでシ

ンチレーション・カ

ウンタの話が書かれ

ていました。学生時

代にその実習を行ったことを思い出し

ました。シンチレーション・カウンタか

ら得られたかウントを係数効率などで

線量等を計算し、標準偏差を出すような

ことだったと記憶しています。当時の学

生たちは電卓や PCを使用できる環境で

はなかったので、手計算による標準偏

差などの計算で途方もない時間を要し

ました。今の若者たちは電卓やエクセ

ル等のソフトでいとも簡単に必要な情

報を得ることができます。今にして思

えば、何かとっても無駄な時間を費や

していたものだと思います。しかし、そ

んな時代でも、それはそれなりの何か

得るものがあったような気もします。

　　　　　　                    （的場 洋明）

本社新所在地

　すでにご案内のとおり、2010年4月より、現在ご利用い

ただいているルクセルバッジからクイクセルバッジへの

全面切り替えを行います。これに先立ち、12月初旬にク

イクセルバッジサービスのご案内書とオプション申込書

をお送りする予定でございます。具体的な手順は下図を

ご参照ください。

　オプション申込書のご提出期限は2010年1月31日（必着）

とさせていただきます。年末・年始のお忙しいところ誠に

恐縮ですが、内容をご確認の上、ご返送くださいますよう、

よろしくお願い申し上げます。万一、1月31日までにご返送

いただけない場合は、当社からの案内内容をご了解いた

だいたものとさせていただきますので、ご了承ください。

12月初旬に
当社を発送

記載内容
・バッジの構成　　　　　・クリップ着脱方法
・ラベルデザイン　　　　・バッジタイプ及び仕様
・オプションサービス

送付書類の
内容確認

お申込み
締切日

クイクセル
バッジ発送

1月31日までに
当社へ返送（必着）

 3月中旬に4月着用分
のバッジ発送

クイクセルバッジサービスのご案内書

記載内容
・所属カラーの変更
・ラベル表記の変更

オプション申込書
送
付
書
類
☞

ご案内書
等の送付

切
り
替
え
手
続
き
の
流
れ

☞


